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V82a 高消光比LN変調器のALMA光ローカル信号発生への応用
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Tera-Hz近くにまで及ぶ受信バンドを持つ ALMA干渉計では、アンテナでの周波数変換用ローカル発生時コ
ヒーレンス維持のため基準周波数からの逓倍次数を抑えた方が有利である。このため、基準周波数として 100GHz
以上の高安定基準信号を 14km離れたアンテナへ伝送することが要求される。この伝送は、マイクロ波で行うこ
とが出来ないため２光波のビート周波数として光ファイバで送られる。この 2光波を発生させる手法として、基
準レーザに ECDL (External cavity diode laser)等の可変波長レーザを同期させる光位相同期方式の開発が進め
られている。しかしながら、同期外れ、外乱に対する弱さ、長期安定性等で問題が指摘されている。日本側は代案
として、高消光比 LN(LiNbO3)変調器を用いた変調方式の提案を行っている。この方式は、入力された基準レー
ザ信号スペクトラムのコピーとして 2光波を発生させるため、基準レーザ線幅に依存せず高安定な 2光波を発生
させることが可能なことが分かった。更に LN変調器基本技術は海底ケーブル等に使用されているおり、外乱、長
期運用にも耐えられる方式である。今回、2光波を発生させる変調器の紹介、測定された信号安定度とALMAへ
の応用の可能性について報告する。


